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審査要旨 
本論文は、植民地期朝鮮における経学院の考察を通して、朝鮮王朝時代から引き継が
れてきた儒教イデオロギーが植民地権力によって再編される史的過程の解明を試み
たものである。 
朝鮮総督府は、朝鮮王朝時代に科挙制度のもとに運営されていた中央官僚の養成機関
である成均館を1911年に経学院へと改め、新たに朝鮮人の社会教化機関として改編し
た。すなわち、経学院には、成均館が元来もっていた人材養成の機能は排除され、支
配イデオロギーとしての儒教の儀礼や人心教化がその設置目的とされたのであって、
明倫学院が付設され人材養成機能が補充されたのは、19年後のことであった。本論文
は、総督府が経学院とその教育機関である明倫学院を通して、かつての支配集団であ
った両班・儒林勢力を取り込む過程において、また一方、両班・儒林勢力が植民地戦
時体制下で懸命に地位保全を企図する過程において、朝鮮の儒教が「近代植民地儒教」
ともいうべきイデオロギーへと再編されていく推移を史料に即して丹念に跡づけな
がら、まず、総督府が朝鮮王朝時代の儒教を植民地支配に利用した側面を明らかにし、
さらに、経学院と関わった両班・儒林勢力の動向を分析することによって、朝鮮王朝
時代末から植民地期、解放後までの過程における儒教の思想的断絶性と連続性を追究
するものである。その全体の構成は下記のように五章からなる。 
第一章「朝鮮総督府の経学院設置」では、朝鮮総督府による経学院設立の過程を検討
し、経学院の機能と役割が、朝鮮王朝時代の成均館とは似て非なる思想を基盤にしな
がら、植民地朝鮮に対する教化機関へと変容させられたことを明らかにする。総督府
が経学院を利用し、成均館の事業を一部継承させたのは、儒教を植民地支配に利用す
るためであり、王朝時代との連続性を想起させることによって、かつての支配勢力で
あった両班・儒林勢力を懐柔し、儒教を媒介にかれらとの関係の保持に努めるためで
あったと論じる。 
第二章「経学院と植民地期権力への『協力』」では、経学院で刊行された『経学院雑
誌』や総督府から出版された『経学院雑書類綴』『経学院書類』などを検討すること
によって、地方文廟を中心に活動していた両班・儒林勢力が経学院と積極的な関係を
もっていたことを明らかにする。大韓帝国期より社会的地位が墜落していた両班・儒
林勢力が、経学院と積極的に関係を結んだ歴史的背景として、従来の儒教的社会的秩
序や儒教的文化を旧慣と規定し、これを打破の対象とみなす新知識人との葛藤に着目
して、朝鮮社会内部の変化への対応として経学院を媒介とする植民地権力との協力関
係を維持させたとしている。 
第三章「経学院の『国民道徳論』生産」では、総督府が朝鮮人支配のために喧伝した
儒教イデオロギーを検討し、「忠孝一本」「皇道儒学」といった日本皇室を中心とみ
なす儒教イデオロギーを「近代植民地儒教」と規定し、それが朝鮮人に対し、日本皇
室日本帝国発展のための忠を強制する装置であって、経学院は、こうした近代植民地
儒教を再生産し、朝鮮社会を教化していったことを論じる。 
第四章「経学院付属教育機関・明倫学院の設置」では、明倫学院の設置と、その設置
をめぐる地方文廟および郷校の動向を検討し、当初は排除されていた人材養成機能が
復活された要因として、両班・儒林勢力の維持、再生産には人材養成が必須であった
こと、一方、総督府もまた植民地支配のための「儒教」理念とその担い手である儒林
勢力が不可欠であったという目的を異にはするが、利害が一致した「政治的取引」で
あった点に注目する。 
第五章「戦時体制下の経学院」では、日中戦争以降の戦時体制下で、総督府が経学院
を中心に全朝鮮の儒林団体を統合し、内鮮一体の実践活動の過程を検討することによ
って、そこで標榜された「皇道儒学」が日本内地と植民地朝鮮をつなぐ精神的基盤と
なったのであって、経学院を中心とした朝鮮儒道連合会は、日本帝国による侵略戦争
を支える動員体制に協力し、朝鮮各地で皇道実現のプロパガンダの役を担ったことを
論じる。 
終章では、以上の五章を総括し、これまでの考察を踏まえた上で、植民地期の経学院
と文廟・郷校において活動していた勢力が、解放後においても、郷校において枢要な
役割を担っている事例を掲げることによって、郷村社会において、その命脈が絶える
ことのない連続性を保持し続けている点に注目している。 
以上のように、本論文は経学院を通して、朝鮮王朝時代末から植民地期、解放後に至
る一貫した時期の儒教イデオロギーの再編、変容過程を論じたものである。従来、基
礎的な事実の詮索に止まっていた経学院の制度や機能を実証的に解明し、なおかつ、
この経学院を通して、植民地期朝鮮の儒教の歴史的位相を、総督府と両班・儒林勢力
との相互の思惑や、朝鮮国内新興勢力とのせめぎあいの中で、捉えようとした意欲的
な研究である。 
 経学院は、従来の研究では親日的と断罪されたり、あるいは非主体的な受難者として
一面的に評価されてきたが、「政治的取引」という視点を導入することによって、動態
的に把握しようと努めたところに特色がある。また、これまで必ずしも明らかにされな
かった経学院と両班・儒林勢力との関係について、実証的な論証がなされれいる点も評
価に値する。 
 行論は、やや結論に引きつけられた感があり、論理や論証の過程に問題がないわけで
はない。また史料の扱いや論述および概念の正確さが求められるところもある。しかし、
新たな史料を発掘し、植民地期の儒教イデオロギーを正面から見据えた考察に新たな視
点を導入した点は高く評価される。以上のことから、審査委員会は、博士（文学）の学
位を授与するに値する論文と認める。 
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